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砂糖およびでん粉の価格調整業務実績について
（平成29砂糖年度、平成29でん粉年度）

特産調整部、特産業務部

はじめに
当機構では「砂糖及びでん粉の価格調整に関する

法律」に基づき、価格の安い輸入糖およびコーンス

ターチ用輸入とうもろこしなどから調整金を徴収 

し（注）、それを財源として国内のさとうきび生産者

やてん菜糖・甘しゃ糖の製造事業者およびでん粉原

料用かんしょ生産者やいもでん粉製造事業者に支援

を行うことで内外価格差を調整し、国内の砂糖およ

びでん粉の安定的な供給の確保を図っている。

本稿では、平成29砂糖年度および29でん粉年

度（平成29年10月１日～30年９月30日〈以下

「29SY」という〉）における砂糖およびでん粉の価

格調整業務実績についてとりまとめたので、報告す

る。

（注）TPP11協定（環太平洋パートナーシップに関する包括的
及び先進的な協定）の発効に伴い、平成30年12月30日か
ら砂糖とココア粉や粉乳などを混合した加糖調製品も調整
金の徴収対象となるが、これに係る業務実績については、
平成30砂糖年度以降に反映されることとなる。

１．砂糖の価格調整業務実績に
ついて（29SY）

（１）　調整金徴収業務
ア．国際相場などの動き

ニューヨーク粗糖先物相場（期近）は、平成28

年10月に１ポンド当たり23セント台を記録した

後、世界的な供給過剰感を背景に弱含みで推移し、

翌９月には同13セント台まで下落した。29SYに

おいても、砂糖生産国であるインド、タイ、EUに

おける生産量が前年度よりも増加した影響などによ

り、下落傾向で推移した。

具体的には、29年９月末の同13セント台前半の

水準から、原油高やブラジルでのエタノール需要の

高まり、中国の砂糖輸入需要の増大見込みやブラジ

ルのエタノール生産の増加見通しなどにより、11

月～翌１月にかけては同15セント台半ばの水準ま

で一時的に上昇したものの、その後世界的な供給過

剰感やインド政府の輸出補助金措置の観測から、４

月下旬には同10セント台後半まで下落した。

５月下旬に発生したブラジルのトラック運転手ら

によるストライキの影響によって砂糖生産が遅れる

との懸念から、同12セント台後半まで上昇した後、

ブラジルのエタノール価格の下落、インドの生産・

輸出量の増加見込みなどにより、８月中旬には同

10セント台前半まで下落した。

８月下旬以降、EUの高温による減産懸念、ブラ

ジルのさとうきびのエタノール仕向け増加により９

月半ばには同11セント台後半まで上昇した。
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イ．粗糖および異性化糖の平均輸入価格等
29SYにおける粗糖および異性化糖の平均輸入価格等は表１および表２の通り。

図１　ニューヨーク粗糖先物相場および為替相場（29SY）の推移

表１　粗糖の平均輸入価格等

期　間
粗糖

平均輸入価格
（円/トン）

粗糖　（円/トン） NY粗糖相場 為替

買入価格 売戻価格 調整金単価 （セント/ポンド） （ドル/トン） （円/ドル）

27SY

27年 10月～12月 41,050 41,050 82,546 41,496 11.32 249.56 123.60 
28年 １月～３月 48,420 48,420 87,189 38,769 14.40 317.46 122.40 
28年 ４月～６月 46,270 46,270 85,834 39,564 14.28 314.82 117.04 
28年 ７月～９月 49,860 49,860 88,096 38,236 16.65 367.07 109.94 

28SY

28年 10月～12月 56,070 56,070 92,008 35,938 20.05 442.02 103.53 
29年 １月～３月 61,070 61,070 95,158 34,088 21.18 466.93 108.92 
29年 ４月～６月 62,110 62,110 95,813 33,703 19.79 436.29 115.27 
29年 ７月～９月 50,610 50,610 88,568 37,958 15.58 343.48 112.12 

29SY

29年 10月～12月 47,020 47,020 86,307 39,287 13.91 306.66 111.93 
30年 １月～３月 48,600 48,600 87,302 38,702 14.77 317.97 113.92
30年 ４月～６月 45,400 45,400 85,286 39,886 13.64 300.74 110.01 
30年 ７月～９月 40,290 40,290 82,067 41,777 11.93 263.02 109.80 

表２　異性化糖の平均供給価格等

期　間 平均供給価格（Ａ） 異性化糖
標準価格（Ｂ） B-A

（円/トン） （円/トン）

27SY

27年 10月～12月 134,125 111,910 −22,215
28年 １月～３月 134,352 116,111 −18,241
28年 ４月～６月 129,438 114,664 −14,774
28年 ７月～９月 126,295 116,554 −9,741

28SY

28年 10月～12月 120,820 119,923 −897
29年 １月～３月 125,874 123,001 −2,873
29年 ４月～６月 128,423 123,703 −4,720
29年 ７月～９月 127,278 117,234 −10,044

29SY

29年 10月～12月 121,241 114,523 −6,718
30年 １月～３月 122,548 115,398 −7,150
30年 ４月～６月 123,271 113,616 −9,655
30年 ７月～９月 125,528 110,819 −14,709

注：異性化糖の平均供給価格が異性化糖標準価格を下回った場合に機構売買を行う。
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ウ．売買実績
29SYの指定糖の売買数量は、前年度比5.8%減

の117万トン、売買差額は、同4.9%増の505億円

となった。売買数量が減少した主な要因は、分蜜糖

消費量がほぼ前年同と見込まれる中、国内産のてん

菜糖の供給量が増加したことによる。また、売買差

額が増加した主な要因は、前年の同期間に比べ、平

均輸入価格が下落していることから、調整金単価が

上昇したことによる。

（２）　交付金交付業務など
ア．甘味資源作物および国内産糖の生産動向
（ア）てん菜・てん菜糖

平成29年産は、農林水産省の需給見通しによる

と、一昨年６月以降の全道的な長雨や８月中下旬の

台風などの被害により不作となったことから、作付

面積は前年産に比べて約1300ヘクタール（前年産

比2.1％）減少した。作柄については、一部地域で

低温・多雨の影響により生育が停滞した地域がある

ものの、全体としては順調に推移したことから、生

産量は前年比22.3％増の390万トン、産糖量は同

30.0％増の66万トンとなった。

（イ）さとうきび・甘しゃ糖
平成29年産の鹿児島県および沖縄県のさとうき

びは、農林水産省の需給見通しによると、平年並み

の収量であったものの、生育後期の台風の被害など

により各地で低糖度となったことから、両県ともに

豊作であった28年産に比べ、17.6％減の130万ト

ン、産糖量は前年比26.1％減の13万トンと大幅な

減産となった。

イ．交付金の交付状況など
（ア）甘味資源作物交付金（さとうきびのみ）

さとうきびの収穫期はおおむね12月から翌５月

ごろまでであり、製造事業者への売渡しに応じて交

付金を交付している。

平成29年産は、鹿児島県・沖縄県ともに減産で

あることから、交付決定数量は前年度比18.5％減

の122万トン、交付決定金額は同22.2％減の196

億円と大幅に減少した。

表３　指定糖の売買実績（輸入許可ベース）

SY 売買数量
（千トン）

売買差額
（百万円）

27 1,216 51,699

28 1,240 48,198

29 1,168 50,532

表４　てん菜・てん菜糖の生産動向

SY 作付面積
（ha）

単収
（トン/ha）

生産量
（千トン）

歩留り
（％）

産糖量
（千トン）

27 58,682 66.89 3,925 17.25 677

28 59,390 53.69 3,189 15.84 505

29 58,139 67.10 3,901 16.83 657
資料：農林水産省「砂糖及び異性化糖の需給見通し」

表５　鹿児島産さとうきび・甘しゃ糖の生産動向

SY 作付面積
（ha）

単収
（トン/ha）

生産量
（千トン）

分みつ糖
原料率
（％）

歩留り
（％）

産糖量
（千トン）

27 10,171 49.59 504 98.91 11.94 60

28 10,020 63.49 636 99.05 12.19 77

29 9,877 53.46 528 98.84 10.73 56
資料：農林水産省「砂糖及び異性化糖の需給見通し」

表６　沖縄産さとうきび・甘しゃ糖の生産動向

SY 作付面積
（ha）

単収
（トン/ha）

生産量
（千トン）

分みつ糖
原料率
（％）

歩留り
（％）

産糖量
（千トン）

27 13,212 57.12 755 91.90 10.88 75

28 12,938 72.44 938 92.50 12.07 105

29 13,809 55.67 769 90.88 11.18 78
資料：農林水産省「砂糖及び異性化糖の需給見通し」
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ｂ．甘しゃ糖の交付状況
甘しゃ糖の製造事業者が製造した粗糖は、製糖後

それほど期間をおかずに精製糖メーカーに販売され

るため、操業時期に対応して交付金を交付している。

29SYは、さとうきびの減産により、交付決定数

量は前年度比26.1％減の13万トン、交付決定金額

は同31.2％減の78億円と大幅に減少した。

（イ）国内産糖交付金
ａ．てん菜糖の交付状況

てん菜糖の製造事業者の販売は年間を通じて行わ

れ、これに応じて交付金を交付している。

29SYは、てん菜の増産により交付決定数量は前

年度比13.0％増の61万トンとなった一方、交付金

単価が前年度より下がったため、交付決定金額は同

2.7％減の110億円となった。

（３）　国庫納付金納付業務（てん菜）
てん菜生産者への農業の担い手に対する経営安定

のための交付金の交付に要する経費の財源に充てる

ため、農林水産大臣からの通知に従い国庫納付を

行っている。

29SY（発生ベース）は、調整金収入などから

209億円を国庫に納付する予定である。

前年度より増加した主な要因は、てん菜の生産が

不作であった前年度から回復したことによる。

表７　甘味資源作物交付金交付決定実績

SY 交付金単価
（円/トン）

数量
（千トン）

金額
（百万円）

（参考）
基準糖度帯

27 16,420 1,192 19,569 13.1度～14.3度

28 16,420 1,496 25,240 13.1度～14.3度

29 16,420 1,220 19,638 13.1度～14.3度
注： 品質に応じ糖度が基準糖度帯を下回る場合は、0.1度につき100円/トンを減額、基準糖度帯を上回る場合は、

0.1度につき100円/トンを増額する。

表８　てん菜糖交付金交付決定実績

SY 交付金単価
（円/トン）

数量
（千トン）

金額
（百万円）

27 21,227 633 13,437

28 20,618 544 11,250

29 17,564 614 10,950

表９　甘しゃ糖交付金交付決定実績の推移

SY 交付金単価
（円/トン）（注）

鹿児島県産 沖縄県産 合計
数量

（千トン）
金額

（百万円）
数量

（千トン）
金額

（百万円）
数量

（千トン）
金額

（百万円）
27 60,634 60 3,413 75 4,846 135 8,259

28 61,090 77 4,509 104 6,796 181 11,305

29 56,200 56 3,067 78 4,711 134 7,777
注：交付金単価は平均値（実際は島ごとに設定）。
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（４）砂糖の価格調整業務における収支（見
込み）

29SYの収入は、砂糖需要がほぼ前年同と見込ま

れる中で、国内産糖供給量が増加する見込みである

ことから輸入糖供給量は減少する一方、調整金単価

が前年度より上昇したため、前年度より13億円増

加し、603億円と見込まれる。

支出については、てん菜糖は、生産量の回復によ

り交付対象数量が増加したものの、交付金単価の引

き下げにより交付金額は減少し110億円。甘しゃ

糖は、大幅な増産となった前年度ほどの生産量には

至らず、交付金単価も引き下げられたことから減少

し、交付金額は78億円。甘味資源作物（さとうきび）

についても、生産量の減少により196億円。また、

てん菜に係る国庫納付金については、てん菜の生産

回復により増加し、209億円。これらの結果、支

出合計は前年度より34億円減少し、593億円と見

込まれる。

以上により、29SYにおける調整金収支は、10

億円の黒字（前年度は37億円の赤字）と見込まれる。

表10　国庫納付金納付実績

SY 国庫納付金額
（百万円）

27 20,681

28 14,821

29（見込み） 20,904

表11　29SY収支前年度比較
（単位：億円）

27SY 28SY 29SY
（見込み）

対28SY
増減

収入 613 590 603 13

支出 620 627 593 ▲ 34

てん菜糖 135 112 110 ▲ 3

甘しゃ糖 84 113 78 ▲ 35

てん菜（国庫納付） 207 148 209 61

さとうきび 196 252 196 ▲ 56

単年度収支 ▲ 7 ▲ 37 10 47
注：端数処理の関係で増減が一致しない場合がある。
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図２　砂糖の調整金収支の推移

注１：端数処理の関係で単年度収支と期末残高が一致しない場合がある。
注２：22SYに糖価調整緊急対策交付金329億円を充当（単年度収支には含まない）。
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２．でん粉の価格調整業務実績
について（29SY）

（１）調整金徴収業務
ア．国際相場などの動き

シカゴとうもろこし相場は、平成24年８月に米

国穀倉地帯の干ばつにより、１ブッシェル当たり

800セント台を記録したが、ここ数年は同国産と

うもろこしが豊作となっている影響で同300セン

ト台の水準を中心に推移している。

29SYにおいても、天候要因や政治的要因などに

より多少の変動はあったが、おおむね同300セン

ト台後半の動きとなった。具体的な相場の動きとし

ては、29年７月中旬には同300セント台後半の水

準だったが、その後、2016/17年度米国産とうも

ろこしの豊作報道を受けて弱含みで推移し、10月

から12月半ばまでは同300セント台前半の水準で

推移した。

30年１月以降、アルゼンチンの干ばつによる作

柄悪化懸念、米国の作付け意向面積の減少、ブラジ

ルの作柄悪化見通しから上昇し、５月下旬には同

400セント台近くまで上昇した。６月以降は米国

の作柄評価が良好となり、米中通商摩擦激化の懸念

もあって、７月半ばには同300セント台前半近く

まで下落した。７月後半には米国の堅調な輸出需要

を受け、同300セント台後半に戻したものの、そ

の後、2017/18年度米国産とうもろこしの生産量

が史上２位になるとの見通しから、９月中旬には同

300セント台前半近くまで下落した。

イ．指定でん粉等の平均輸入価格等
29SYにおける指定でん粉等の平均輸入価格等は表12の通り。

図３　シカゴとうもろこし相場および為替相場の推移
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ウ．売買実績
29SYの売買数量は、輸入でん粉が前年度比5.1％

増の14万トン、でん粉供給量の大半を占めるコー

ンスターチ用とうもろこしが同1.4％増の339万ト

ン、売買差額は、輸入でん粉が同10.6％減の７億円、

コーンスターチ用とうもろこしが同4.9％減の117

億円で、合計では同5.2％減の124億円となった。

売買数量（コーンスターチ用とうもろこし）が増

加した主な要因は、でん粉の需要が増加すると見込

まれ供給量が増加したことによる。また、売買差額

が減少した主な要因は、前年の同期間に比べ、平均

輸入価格が上昇していることから、調整金単価が下

がったことによる。

（２）　交付金交付業務など
ア．でん粉原料用いもおよび国内産いもで
ん粉の生産動向

（ア）でん粉原料用ばれいしょ・ばれいしょ
でん粉

北海道のばれいしょ生産は、近年では200万ト

ン弱で推移しており、その４割程度がでん粉原料用

に仕向けられる。単収は増加しているが作付面積が

減少傾向にあり、収穫量は小幅な増減があるものの

横ばい傾向にある。

平成29年産について、30年９月の農林水産省の

需給見通しでは、でん粉原料用ばれいしょについて

は、作柄が平年並みに届かなかったものの、台風に

よる被害などがあった前年産を上回ったことから、

ばれいしょでん粉生産量は、前年比18.5％増の18

万トンとなった。

表12　指定でん粉等の平均輸入価格等

平均輸入価格 でん粉　（円/トン） とうもろこし　（円/トン） とうもろこしシカゴ相場 為替

（円/トン） 買入価格 売戻価格 調整金単価 買入価格 売戻価格 調整金単価 （ドル/BU）（ドル/トン)（円/ドル）

27SY

27年 10月～12月 65,230 65,230 70,292 5,062 38,994 42,437 3,443 3.8289 150.74 123.60 
28年 １月～３月 65,480 65,480 70,528 5,048 39,044 42,476 3,432 3.7526 147.73 122.40 
28年 ４月～６月 61,350 61,350 66,640 5,290 36,157 39,754 3,597 3.6238 142.66 117.04 
28年 ７月～９月 58,840 58,840 64,278 5,438 34,077 37,775 3,698 3.9024 153.63 109.94 

28SY

28年 10月～12月 53,290 53,290 58,996 5,706 30,432 34,312 3,880 3.3484 131.82 103.53 
29年 １月～３月 58,110 58,110 63,536 5,426 33,625 37,315 3,690 3.4654 136.43 108.92 
29年 ４月～６月 60,530 60,530 65,815 5,285 35,166 38,760 3,594 3.6399 143.30 115.27 
29年 ７月～９月 59,530 59,530 64,873 5,343 34,588 38,221 3,633 3.6738 144.63 112.12 

29SY

29年 10月～12月 57,580 57,580 62,766 5,186 33,952 37,479 3,527 3.5995 141.71 111.93 
30年 １月～３月 58,670 58,670 63,798 5,128 34,506 37,993 3,487 3.4598 136.21 113.92 
30年 ４月～６月 59,200 59,200 64,300 5,100 35,012 38,480 3,468 3.6424 143.39 110.01 
30年 ７月～９月 61,140 61,140 66,136 4,996 36,587 39,985 3,398 3.8580 151.88 109.80 

表13　指定でん粉等の売買実績（輸入許可ベース）

ＳＹ
輸入でん粉 コーンスターチ用

とうもろこし 売買差額
合計

（百万円）売買数量
（千トン）

売買差額
（百万円）

売買数量
（千トン）

売買差額
（百万円）

27 128 668 3,343 11,863 12,531
28 143 773 3,340 12,339 13,112
29 135 691 3,387 11,738 12,429
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イ．交付金の交付状況など
（ア）でん粉原料用いも交付金（でん粉原
料用かんしょのみ）

収穫期はおおむね９月から12月ごろまでであり、

いもでん粉製造事業者への売渡しに応じて交付金を

交付している。

平成29年産については、９月中旬以降の日照不

足および多雨などの影響によるでん粉原料用かん

しょの減産を受けて前年度比22.8％減の26億円と

なった。

（イ）でん粉原料用かんしょ・かんしょで
ん粉

でん粉原料用への仕向け量は、高齢化などにより

作付面積および生産量は減少傾向にある。

特に不作時には、焼酎原料用からの引き合いが強

まり、でん粉原料用への供給が安定しなくなるため、

安定的な生産が課題となっている。

平成29年産について、30年９月の農林水産省の

需給見通しでは、でん粉原料用かんしょの植え付け

が遅れたほか、９月以降の日照不足および多雨など

の影響により、いもの肥大が抑制されたことなど

から、かんしょでん粉生産量は前年比25.6％減の

３万トンと大幅に減少した。

表14　でん粉原料用ばれいしょ・ばれいしょでん粉の生産動向（北海道）

SY 作付面積
（千ha）

単収
（㎏／10ａ）

生産量
（千トン）

うちでん粉
原料用の生産量

（千トン）
でん粉生産量
（千トン）

27 51.0 3,740 1,907 836 188 

28 51.2 3,350 1,715 701 151 

29（見込み） 51.2 3,670 1,879 760 179 
資料：農林水産省「でん粉の需給見通し」

表15　でん粉原料用かんしょ・かんしょでん粉の生産動向（南九州）

SY 作付面積
（千ha）

単収
（㎏／10ａ）

生産量
（千トン）

うちでん粉
原料用の生産量

（千トン）
でん粉生産量
（千トン）

27 15.8 2,400 380 116 35 

28 15.6 2,660 415 129 39 

29（見込み） 15.7 2,400 372 100 29 
資料：農林水産省「でん粉の需給見通し」

表16　でん粉原料用いも（かんしょ）交付金交付決定実績

SY 交付金単価
（円／トン）

交付決定数量
（千トン）

交付決定金額
（百万円）

27 26,000（23,410） 116 3,003

28 26,000（23,410） 129 3,357

29 26,000（23,410） 100 2,592
注： 交付金単価は、アリアケイモ、コガネセンガン、コナホマレ、こなみずき、サツマアカ、サツマスター

チ、シロサツマ、シロユタカ、ダイチノユメ、ハイスターチおよびミナミユタカのもので、括弧
書きはその他の品種である。
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（イ）国内産いもでん粉交付金
a．ばれいしょでん粉の交付状況

ばれいしょでん粉の販売は年間を通じて行われ、

これに応じて交付金を交付している。

29SYの交付実績は、交付決定数量は前年度比

4.8％減の10万トンと減少したが、交付決定金額は

同8.7％増の17億円と交付金単価が前年度より上

がったことにより増加した。

b．かんしょでん粉の交付状況
かんしょでん粉の販売は年間を通じて行われ、こ

れに応じて交付金を交付している。

29SYの交付実績は、交付決定数量は前年度比

17.1％減の３万トン、交付決定金額は同4.9％減の

12億円と交付金単価は前年度より上がったものの

でん粉原料用かんしょの減産により減少した。

（３）　国庫納付金納付業務（でん粉原料用
ばれいしょ）

でん粉原料用ばれいしょ生産者への農業の担い手

に対する経営安定のための交付金の交付に要する経

費の財源に充てるため、29SY（発生ベース）にお

いては、農林水産大臣からの通知に従い、調整金収

入などから63億円を国庫に納付する予定である。

前年度より減少した主な要因は、とうもろこしの

シカゴ相場の下落などにより調整金単価が下落し、

調整金収入が減少したことによる。

（４）　でん粉の価格調整業務における収支
（見込み）
収入は、前年度と比較して、でん粉需要の増加に

伴い調整金対象のコーンスターチ用とうもろこしの

輸入量も増加したものの、とうもろこしのシカゴ相

場の上昇などにより調整金単価が下がったため、前

年度より７億円減少し、124億円と見込まれる。

支出については、ばれいしょでん粉は、生産量は

不作であった前年産から回復したものの交付数量は

前年度に比べて4.8％減少した一方、交付金単価の

引き上げにより増加し交付金額は17億円。かんしょ

でん粉は、生産量の大幅な減少により、交付金単価

の引き上げはあったものの減少し、交付金額は12

億円。でん粉原料用かんしょも、交付金単価に変動

はないが生産量の大幅な減少を受けて交付金額も減

少し、26億円。また、でん粉原料用ばれいしょの

支援は国の経営所得安定対策により行われており、

この財源として支出する国庫納付金は上記のように

調整金収入の減少を受けて納付額も減少し63億円。

これらの結果、支出合計は前年度より９億円減少し、

表17　国内産いもでん粉交付金交付決定実績

SY
ばれいしょでん粉 かんしょでん粉

交付金単価
（円／トン）

交付決定数量
（千トン）

交付金額
（百万円）

交付金単価
（円／トン）

交付決定数量
（千トン）

交付金額
（百万円）

27 15,238 123 1,872 32,098 37 1,175
28 15,325 101 1,550 32,275 38 1,230
29 17,731 96 1,685 37,460 32 1,169

表18　国庫納付金納付実績の推移

SY 国庫納付金額
（百万円）

27 6,686

28 6,469

29（見込み） 6,261
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117億円と見込まれる。

以上の結果、29SYにおける調整金収支は、７億円の黒字（前年度は５億円の黒字）と見込まれる。
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図４　でん粉の調整金収支の推移（29SY）

表19　29SY収支前年度比較
（単位：億円）

27SY 28SY 29SY
（見込み）

対28SY
増減

収入 125 131 124 ▲ 7

支出 127 126 117 ▲ 9

ばれいしょでん粉 19 15 17 1

かんしょでん粉 12 12 12 ▲ 1

ばれいしょ（国庫納付） 67 65 63 ▲ 2

かんしょ 30 34 26 ▲ 8

単年度収支 ▲ 2 5 7 2
注：端数処理の関係で増減が一致しない場合がある。

注：端数処理の関係で単年度収支と期末残高が一致しない場合がある。


